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英語科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて 

表現力（Speaking・Writing）の育成 

 今年度の課題 授業における具体的な改善策 年度末評価（２月） 

第

１

学

年 

【思考・判断・表現】 

・会話活動中に、自分の意見や気持ちを表現する力

が不十分である。状況にあった必要な表現を瞬時

に相手に伝えることが難しい。 

【知識・技能】 

・覚えた単語や文法を実際の会話や文作りに対応で

きていない。 

・音声面では「聞き取りの力・発音」への意識が十分

でなく、英語を聞くことや話すことに苦手意識が

ある。 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・オンライン英会話やパフォーマンスタイムを活用し、話し

やすいテーマを設定して、自分の考えやその状況に応じた

表現を即興で話す機会を増やす。 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・デジタル教科書やデジタルドリルを活用して、自分のペー

スで、正しい発音・文型を反復練習し、定着を図る。 

・ペアやグループ活動で、お互いに協力して課題を解決する

経験を積ませる。 

オンライン英会話やペア・グループ活動を継続的に行ったこと

で、相手に伝えようとする姿勢が育ち、簡単な内容であれば自分

の考えや気持ちを表現できる生徒が増えた。また、デジタル教材

の活用により、基礎的な語句や文型の定着も見られた。 

第

２

学

年 

・既習単語や表現を活用し、相手意識をもちながら

自分の思いや考えを伝えることが難しい。 

・単語と音のリンクができないため、英語を聞き取

るのが苦手な生徒が多い。 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・帯活動である 2Questions2Answers では、追加質問を自

ら考え、相槌などの会話における工夫も意識させる。 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・文法の時間に教え合いの時間をとり、英語が得意な生徒も

スローラーナーも満足に学習に取り組めるようにする。 

・単語の発音練習を毎授業いれることで単語と音のリンクを

図る 

・ペア活動やパフォーマンステストを通して、英語を話すという

ことに抵抗を感じる生徒を減らすことができた。相槌の打ち方な

ども継続的に教えていくことで、自然と使える生徒が増えた。 

・毎週単語テストを実施することで単語を覚えることを習慣づけ

させ、英語を読むことに対しても積極的な姿勢が見られる生徒が

増えた。 

第

３

学

年 

・自分自身の考えや思いを深め、進んで発信したり

即興で話したりする。 

・既習表現や単語を工夫して用いて、自分の考えや

思いを正しく伝えることを意識する。 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・２minutes chat やオンライン英会話などで、自ら情報付

け足すなど内容を深めて積極的に話すことを意識させる。 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・作成したレポートや Retelling などをお互いに発表し、感

想やアドバイスを伝え学び合う機会を増やす。 

・２minutes chat や授業内の言語活動で、既習表現を活用して

自身の考えや思いを発信したり即興でやり取りしたりするこ

とに前向きに取り組む生徒が増えた。 

・修学旅行での外国の方へのインタビューやオンライン英会話を

通して、学んだ英語で実際にコミュニケーションを取る楽しさ

を実感できた生徒も多い。 

※【今年度の課題】では、課題のある資質能力について「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」のいずれかを 

明記し（複数可）具体的に記述。 
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